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產

康
§

蜜

，業
^

り
齒
ロRn
生

產

攀

へ

：妗
潑«

^

エ
業
(0
:韁

蘼

に

侬

る

都

市

經

濟

：の

.勃
興
及
び
貨
幣
經
濟̂

時

代

ょ

办

、
マ
，
ル

^

ィ
ユ
を
始
め
摊
中
海
沿
祿
諸
港
は
朿
方
諸
潘9
^
艮

}
と
活
發
な
通
商
を
行
ひ
、
ボ
.ル
ド
ォ
は
又
英
國
と
親
密
な
贸 

易

關

係

を

結

び

、
：
，
斯

弋

て

、

；

先

：づ

、>貿
易
業
者
杧
依
る
動
產
資
本
：の
蓄
積
が
始
ま-0
た
。
：：次
：い
で
、
第
十
四
世
紀
央
以
後
、
商
人
办
中 

ょ
り
大
卸
商
人
が
出
現
じ
、f
:
. 

n 

M
e
r
c
i
e
r
s
i

は
其
0
代
表
的
0
も
：
の
：
に

し

：：て

>
彼
等
も
亦
盛
ん
に
大
資
本
を
蓄
橫
し
た0
而
し
て
、 

•辜

戰

爭(

r
H
t一
 .一

七
^K

1 :四
五
411 年

遂
、

佛
蘭
西
の
經
濟
的
發
展$:
•
萎
靡
せ
し
め
た
が
、
佛
蘭
西.の
商
業
的
活
動
が
新
に
發
展
し
、 

動
產
资
本
蓄
镄
が
眞_
.行
ぼ
れ
た
の
：は
實
に
百
华
戰#
以
m
で
あ
っ
.た
.。
8
斯
く

て
、
次
第
に
、
土
地
財
產
甿
依
據
せ
る
封
建
領
主
の 

勢
力
は
動
產
资
本
の
勢
ガ
に
腿
倒
せ
ら
れ
て
行
っ
た
。
' 併
し
、
勿
論
、：：其0
更
替
は
.決
し
”て
圆
滑
に
行
は
れ
た0
.で
は
な
い
。
即
ち
、 

都
市
經
濟
の
勃
典
、i

經
濟
'の
發
屁
以
後
、
_
乏
に
陷
れ
る
領
主
は
農
民
に
對
す
冬
極
度
：の
搾
取
に
依
っ
て
共
の
地
位
を
保
持
せ
ん 

と
し
た
。
だ
.が
、
さ
故
む
だ
に
、
漸
次
確
立
せ
ら
れ
っ\
あ
る
商
業
資
本.に
.依
る
搾
取
に
苦
め
る
農
段
に
取
り
、
此
の
搾
取
の
加
®
は 

唯
彼
等
の
積
馆
を
顧
發
せし
む

石
の
み
で
あ
っ
.た
。
1

>
.町
人
階
級
が
新
時
代
の
滕
利
者
た.る
前
に
.菩
人
は
血
艰
き
農
坟
一
揆C
S 

の
時
代(

徵

瓯

：：

忙
於
.い
.ズ

暴

十

四
1«
:
紀
&

)

を
見
る
。
勿
論
‘
：此
の
：—*
.揆
ば
、
皱
漣
制
度
典
の
も
の
：へ
の
：叛
逆
で
な
く
、
領
主
の 

苛
酷
に
對
す
る
反
射
的
作
用
で
あっ
た
が
、
領
主
の
苛
酷
は-
結
局
、
漸
く
確
立
.せ
ら
れ
っX
あ
る
资
本
主
義
經
濟
組
織
に
杭
し
得
ざ 

る
最
後
的
狂
鄉
.に
外
.な
ら
ぬ
。.

從
っ
て
、

^
れ
は
、
封
建
制
度
其
の
も
の
が
社
會
の
發
展
の
桎
梏
と
化
せ
る
明
證
で
あ
る
。
斯
く
て
、 

第
十
五
世
紀
^
葉
、
:b
ャ
ッ
ク
、
ク
ゥ
ル0
^

1窺

c
§

20

の
.如
き
、§

新
興
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
載
出
と
共
に
、
封
建
領
主
の
領
域
的
地
方 

分
權
は
愈

々
ブ
ル

ジ
*
ワ
的
地
方
分
權
の
た
め
にf

去
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た0
^

♦
、
家

柄

や

聖

書

は

^:
幣

と
自
由
の

前
に
何
等
，
 

の
權
滅
を
.示
1
将
な
く
な
っ
た
。§

即
ち
>
自
由
主
義
に
：基
礎
を
置
く
近
代
資
本
生
義
社
會
が
生
れ
づ
'
あ
っ
た
の
で
あ
る
0(

27)
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，Its Origin 

a
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'
E
w
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u
t
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^

by 

H
o
m
e
r

 B. Vanderblue and Georges F. G6- 
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riot,1928, pp. 14-15. 

.
(

23
;)

右
濱
规
行「

經g

史
概
i
l

」

:i
t三
水
頁
1
第
三
四
一

一

頁

©'
•》

_
#:
輩
西
の
農
民
ー
睽
及
び
小
市
民
叛
亂
に
就
い
て
は
、
山
川
均

「

資
本
主
義
以
前
經
濟
史

」
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S

ば
鈒
論
商
蘇
资
本
生
義
及
：び
金
融
的
，c

篇
漱
貸〕

廣
本
主
豪
、
即
ち
'.
所
謂
初
期
資
本
主
義
を
指
す
。「

中
世
時
代
に
は
、資
本
主
義
は 

.

純
然
た
る
商
業
的
形
態
の
下
に
|
.の
み
出
現
し
、
典
办
語
ゆ
現
代
晰
意
^
に
於
け
る
ノ
エ
讓
資
本
主
義
は
ゾ
如
何
な
る
形
式
の
下
に
も
部 

往
し
な
か
つ
^ -
o」(Hen

3.s6e, 

Ma-
e
m Ppitalrs

日
，etc., p. 24.

)

Il
-
Lの
初

期

資

本

、
玉

_
の
极
本
的
特
懲
は
、「

資
本
の
可
励
他」

"•■
■
.
.に
あ
る
ぅ(

12:
^
プ
：1
00
5
.而
し
て
此
0.
'亦
励
拽
資
本
即
ち
流
動
業
は
、
佛
爾
四
に
於
い
て
は
' 
大
體
、
四
種
：の
形
態
の
'1
'
に
蓄
稹 

.

.
せ
ら
れ
た
。
即
ち
へ

W商
工
的
形
態
、(

3 :
金

融

氣

齊

霧

芡

び

就

中

氣

請

負

制

度

^

Q'
D
利
子
的
形
態
§
笆
及
び(

四)

宮 

:
;■
:
職
投
資
春
あ
る
。
C

R

I.o
o
l
r
d
,
6
p
v
c
i

>r
i
.
.
l
4
3

o-
有
の
中
、
商 H

 
的

形

籠

^
 

一
 

.■第
十
六
ー
氣
以
後
ゴ
ル
べ
彳
ル
時
代
を
通
じ
て
ャ
誠
に
顯
著
な
る
^
ゆ
が
紀
つ
长
淚
’
紙
論
ノ
其
れ
ぼ
現
代
的
意
義
に
於
け
る
エ
業
資 

一；

•
-;
;
彳
、
本
ま
輕
な
く
蠘
备£;
は
、
當
時
仏
尤_
:

嚴
赘
19

碎
へ
啟
、手3:
的
エ
場
3:
'
.
:
#
某

吖

も

の

が

篇

榮

 

1

段
で
あ
梦rc
^

r̂
塞

豪

主

：歡
菜
過
#
ぬ
霞
を
派
坐
的
^
象
と
看
る
が
ー
至
當
で

?>
:
ら
ぅ。
^̂ 

j

紫
：積
で
あ
^

、̂
併
し
、
此
の
手H

的
エ
場
土
業
と
徵
稅
請
負
役
養
び
宮
職
投
資
は
佛
蘭
西
特
有
の
祺

 

一

-
_
^
み
て
，诹
應
義
を
朴
す
る
も
め
，で

.
|
.̂
^

^
い.
|
^
|
窟
|

を
贸
熊
な.ら
し.む
る
ま
寒
々
_
た
る
，大1
蓄
積
が̂>
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V
: 

.

翻
の
如
く
ブ
—

及
び
金
融
業
に
始
ま
れ
る
英
國
録
村
兼
太
郞
奚
國
資
本
主
義
成
立
史
ド
第
八
三
最
下
特
に
第
九
ブ
甚
等
と
著

.

る
し

;:
<

鎚
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
ぅ
.°

,

.

.
.

f
; 

/ 

/ 

-

■:

ン
■
.

. 

V :

.

.

此
の
初
期
資
本
虫
義
時f

、
其
：の
經
濟
生
洁
：の
法
的
規
制
者
と
し
て
廣
大
な
地
域
.の
上
に
建
設
せ
ら
れ
た
る
大
國
家
|
民

族

國

家，

y 

1

を
要
求
す
る
。§

而
し
.
て
、.
此
の
民
族
的
大
社
會
の
形
成
を
表
微
す
る
も
の
は
、
.封
建
國
家
ょ
り
近
代
國
家
へ
の
笨
命
で
あ
り
、
革 

命
時
代
に
在
令
て
ば
齋
固
反
る
絕
對
主
義
0
S1

家
を
必
要
’と
ず
る
。§

然

％

、
：
佛

蘭

西

封

建

國

家

が

極

：め

て

锥

固

に

確

立

：
せ

ら

れ

て

屈 

つ
た
こ
と
はg

®
(D
*

ぐ
で
.あ
る
。

.

從
つ
て
、
：̂
れ
丈
げ
>

«

蘭
西
ぬ
於
げ.る
絕
對
电
_

國
象
ひ
必
要
は
誠
に
痛
切
で
あ
つ
た
。
即
ち
、

近

^

;

本

生
義
わ
，

i

時
に
生
れ
た
近
代
君
主
政
治§
 
. 

f

苕
の
、_

市
ブ
ル
へ
ジ
ョ
ゥ
.と
の
■

盟
に
依
る
'
 

封
«

»

^

0

抑
應
は
ー
歷
史 

的
共
通
現
象
で
あ
る
が
ー
怫
蘭
西
に
於
^

て
著
し
く
痛
烈
で
あ
つ
た
。
之
、
誠
に
、：
佛
蘭
西
資
本
主
義
が
其
の
_形
成
發
達
の
大
半
を 

「

國
家
の
創
意
及
び
助
成

」

§

'

に
負
べ
る
所
以
で
あK

又
'

怫
蘭
西
近
代
國
家
建
設
が
實
に
典
型
的
に
行
は
れ
た
所
以
で
あ
ら
ぅ
。

而
し
て

V

，マ
1

W

ン
チ
‘リ
ズ
ム
は
近
代
國
家
建
設
の
爲
の
理
論
及
び
政
策
で
あ
る
。§

徒
つ
て
、
#■

蘭
西
マ
ー
力
ン
チ
リ
ズ
ム
が
其
の 

極

端
:̂
.
近,ft

'

-

'

國
家
建
設
に
照
應
じ
て
亦
何
歡
に
も
無
い
程
顯
蕃
な
發
展
3 3)

.
を
承
し
た
の
は
必
然
で
^ ；
る
が
、
然
ら
ば
、
其
の
發
展
を 

將
懲
附
扑
ざ
も
の
は
何
か

o

.

ニ
：

：

：

.

9-)

加
田
哲’I

r

近
代
唯
物
的
社
會
觀
の
發
展

」

第
四
五
頁
丨
第
四
六
頁 
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«as...Merkantilsystem in seine
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i
s
t
o
H
S
C
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.
w
edeutun

tpJahrbuch." f.oesetzgebung', 

Verwaltung, 

p

VOIkswirtschaft, 18S4, 

Bd.. VIII, s. 43I44.

(

33
0

ォ
ン
ヶ
ン
日
く
、I

M

Pマ
ー
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
、
即
ち
國
家
の
福
利#察
が
佛
蘭
西
程
顯
著
な
發
隄
を
示
せ
る
所
は
何
處
に
も
無
い
。
し 

飞 Oncken- 

Geschichte der 

Nationa

Brkonomie, 

1902, 

s.. 1
5
1
0

'

勿
論
、
佛
蘭
西
マ
ー
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
と
雖
も
、
本
質
は
、
各
國
の
其
れ
と
異
ら
ぬ
。
即
ち
、大
體
第
十
五
世
紀
後
半(

シ
ャ
ア
ル
七
世 

及
び
路
易
十
一
世
の
時
代
：

r

集
權
的
民
族
國
家
確
立
と
共
に
、封
建
領
主
の
地
方
的
經
濟
政
策
を
繼
承
せ
る
民
族
的
國
王
に
取
り
當
面 

の
問
題
は
、

.

國
民
的
經
濟
生
活
の
組
織
及
び
指
導
で
ぁ
つ
た
。「

昨
日
迄
は
未
だ
酋
長
な
り
し
、
君
主
は
國
家
の
元
首
と
な
り
、
最
早
其 

'

の
.

日
暮
し
で
は
立
ち
行
き
得
ず
、最
早
專
ら
遠
征
や̂

獲
に
の
み
沒
頭
し
得
ず
、
同
時
に
多
少
其
の
治
む
る
全
國
の
諸
多
の
利
害
を
考
慮 

す
る
必
要
を
感
ず
る
に
至
？
た
。

.

即
ち
、
彼
は
嘗
て
輕
視
若
し
く
は
無
視
せ
る
諸
問
題
に
關
與
す
る
。
昨
日
迄
は
唯
拽
取
の
：み
せ
る
地 

方
を
保

_

|

若
し
く
は
保
誰
す
る
風
を
す
る
。
否
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
國
家
の
資
源
の
開
發
、：
少
く
共
其
の
經
營
は
、
君
主
自
身
の
#
否 

問
題
と
な
つ
た
。
諸
領
地
の
貧
弱
な
收
入
は
擴
大
强
化
せ
る
集
權
的
國

.

家
の
要
望
を
滿
靠
す

.

に
.

充
分
で
な
い
？
即
ち
人
民
に
粗
税
を
要 

求
す
べ
し
。
而
し
て
其
の
爲
，に
は
彼
等
を
し
て

.

其
れ
を
支
拂
ひ
得
る
、
金
銀
に
て
支
狒
ひ
得
る
狀
態
に
在
ら
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
，咋
日 

迄
は
唯
戰
時
に
の
み
狩
り
集
め
て
養
へ
ば
足
り
、.

平
時
は
多
く
家
臣
に
扶
持
さ
れ
又
他̂

衣
食
を
求
め
て
ゐ
た
、
軍
隊
は
殊
に
常
備
軍 

と
'

な
つ
て
似
來(

シ
.

ャ
ナ
ル
七
世
の
時

.

代
.
.に
組
織
名
る

.

: ¥

斷
芯
莫
大
の

.

資
金
を
要
し
丽
し

.

て
其
れ̂

國
王
の
負
搶
祀
歸
し
た

9」

0

‘
即 

ち
-
：

國
王
に
取

6

必
要
な
.る
も
の
は
何
ょ
り
も

•

先
づ
金
銀
で
ぁ
つ
た
。，

V

同

時

に

>

貨

 

信
用
經
濟
来
發
達
め
當

'

等
、

.

新
興
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
自
身
の
發
展
上
必
要
な
る
も
の
も
亦
金̂

で
ぁ

0

た
0

發
だ
が
、、佛
蘭
西
は
自
國
の
鑛
山
を
持
た
ぬ

0

故
に
、

外
國
ょ
り
金
銀
を
獲
得
せ
尨
ば
な
ち
ぬ

0
與
の
方
法
を
何

^
求
め
た
か
。

:

:
彳

^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^ ̂

. 

:

a〕

J
.知.H

o
r
n
.
o
p
;
d
v
p
.
p
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 113-114,

.

益

)

.
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高
搞
誠
、

1
.

郞
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前
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ィ
ジ
ォ
ク
ラ
ァ
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以
前
の
1|
1
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,

1

iじ
廣
さ
の

犯

ぼ

八

ス

ず

エ

，
督

^
地
は
六
ス
チ
キ
而
し
て
劣
惡
地
即
ち
所
撕
限
界
服
^-
彼
の
宏
ふ
如
く
四
ス
チ
エ
か
收
權
を
擧
げ
妈
た
と
す
れ
ば 

I
小
幾
^
與
の
必
^

4
必
然
劣
避
观
の‘開
懇
: ^
毁
す
名
こ
と
狀
想
倮.せ
>ら
る
X
か
ら
レ
小
禮
顧
格
览
劣
惡
地
の
生
產
費
を
補
償
す
る
も 

.
•

.
の

で

な

け

れ

宏
^
ぬ
0
:即
：ち
、
« :
ル
地
は
一
.ス
チ
.
エ
卸
良
、
臀
通
也
ぬ
七
法
以
下
货
骚
供
じ
得
ん
に
せ
ょ
、
此
の
際
、
小
幾
は
.平
均 

'

:::
: 

.
■
-
ス
チ
-
十
法
以
上
办
，

'

'

.
小
礎
に
高
く
支
拂
は
ぬ
か
ら
.、
'
若
3

做
に
於
：い
^

ニ
.ス
チ
キ
3 £
'

法

乃

至

せ

法

で
» '

ら

れ

る

な

ら

勿
.論

此

が

.價

格

で

箅 

■
:• 

•

十

法

に

寶

ら

：れ

ぬ

'限
0

引

合

は

ぬ

劣

：勝
_

0

^

耕
者
ぼ
歡
然
小
產
產
を
中
絕
ず
る
0

:.然
^
:
ば
其
の
：顏
は
需
要
に
對
し
：て
不
足
し
其 

■

.

.
め

搭

は

騰

贽

す

.る
で
あ
ら
ぅ
。玆
"
に
於
い
ゼ
當
欢
馨
惡
地
0

生
§
1

が
促
さ
る
\

?

從
つ
.
'て
凡
て
の
土
：地
が
小
蔹
を
坐
產
し
得
る
に
は
、

.

.

. 

•
ぃ
つ
其
：の
平
均
傾
格
は
必
然
所
謂
跟
證
產
賢
を
覆
す
為
^
の

で

な

け

れ

ば

な

ら

：
ぬ

0
;然

-?
)
に

炖

の

價

格

は

優

鹿

地

及

，
び
：
普

懸

の

生

產
 

.

-费
|

:
過
す
る
。
并
の
差
益
は
ど
ぅ
女
る
：か
。
.勿

論

斯

か
.?
,
場
|

鹿
地
及
：び
普
通
地
の
地
代
は
劣
惡
地
の
興
れ
と
向
ー
で
あ
り

.得
ぬ
0 

,

K
ち
'
.
:
‘
此
；の
«

&

-1
"
る
.羽
潤
は
.優
提
.
及
び
普
*魏

や

她
^
七
な
^0
.
勞
 

て

も

篇

缓

其

の

鼗
 

，
叙
■

損
失
せ
し
心
^

..
0
被
は
此
；

係
を
述
べ
て
旧
く
、

「
叉

が̂
^
 ̂

農
_

も
地 

注
も
損
失
す
る
と;:
:
5尤
鄭
は
、
產

.:
>
]
'吗

^

,
の
場
令
に
も
共
通
す
.る';
0
|
1し
、
耕
_

が
.袭

的

少

い

時

に

は

、
：利
澗
は
、 

'渺
灌
の
如
满
に
拘
ち
ざ
る
一
货
價
热
で
土
地
^
僅

馨

驰

主

忙

寧

る

ね

せ

ょ

、
冰_
が

麗

な

る

時

に
，

^

同
ニ
綠
染
を
>
同
じ
人
々
に
生
ず
る
か
ら
で
あ
％

し
^:
3
1-
き
，jp

i
r
r
e
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即
ち
.
-若
.V小
裘
償
格
が
：少
く
共
所
謂
限
界
虫
產
費
を
補
償
'せ
ぬ
限
り
、
ル
て
の.農
.耕
,̂
は
齊
し
く
損
失
す
る
。0
し
、
優
茛
地
と
劣 

惡
地
と
廳
备
の(

差
紙
は
地
代
と
し
て
地
主
に_
氣
1>
:
、
殆
ど
農
铫
考
を
刹
益
せ
ぬ
か
ら
で̂
る
0
雜
馼
で
は
あ
る
が"

I
ア
ド
ォ 

他
代
論
を
想
起
せ
し
む
る
も
の
が
あ
る。''
,
" '

へ
ノ 

.

だ
が
當
時
現
.實
の
小
麥
惙
％
は
如
何
。
第
十
七
世
紀
末
年
の
亂

.

節
時
價
格

.

は
暫
く
措
き
、
§

其
0

後
平

.

時
の
價
格
を
觀
る
に「
其 

^

は
常
に
下
落
し

.

^

く
九
リ
ィ
ヴ
々
乃
至
十
リ
ィ
ヴ

1

」

§

.

.

で
あ

.

つ
た
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撕
ち
、'

.

1

•

ゼ0

一
 

.年
に
は

.

，
十

五

リ

.
ィ

ウ

ル

十
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ス
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Q

一
一
年
に
は

-

f
l

リ
ベ
グ
ル4

-

丑
ス
ウ
、
一
セ

3

ハ
年
に
は

<

リ
ィ
ヴ
ル
而
し
て
一
七

0

七
啤
に
は
實
に
セ
リ
ィ
ヴ
ル
以
下
で
あ
っ
た

0
.

§

之
が
農
耕̂

を
立
.̂'
,
行
か
^

得
る
所
以
で
な
い
ご.
と
^

明
.账
で
あ
-̂

讓
も
此
の
穀.惯
做
»
に
加
ふ
る
に
長
久
の
戰
亂
と
苟
酷
な

徵
税
と
が
あ
义
た
。
從

"

て
、.

當
曝
地
方
代
官
の
變
座
に
、

£

'

湖

兒

に

健

全

：な

發

育
と
敎
苻

4

を
得
し
む
る
手
段
を

#

け
る
爲
に
、
彼
等
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病
弱
化
む

.

て
夭
折
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は
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農
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友
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又
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家
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半
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璧
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け
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倒
壤
し
'

家
人
は
邀
々
安
住
し
得:̂
、
而
し
•
て
極
廣
が
■
る
處
に
驚
く
可
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狀
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;
の
爲
で
あ
っ
た
。
然
ら
ば
斯
か
る
過
搜
の
高
偃
に
對
す
る
彼
の
意
見
は
如
何
。
日
く
、

「

雨
極
端
が
：
：
殆
ど
常
に
不
善
で
あ
り
-

等
し
.

::-
V

有
碧
^
結
果
を
生
ず
る
は
い
入
め
知
っ
て
：凝
は̂」
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で
あ
る
0
し.(Tralt̂
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4
0
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へ
と
0
:而
し
て
娘
は
.-
'

_
の
過
度
必
高
顧
と
掘
價̂
を
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,
*酷
寒
と
酷
暑
、
飢̂

食
傷
、
刺
殺
と
毒
殺
と
に
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:

;
ベ
：、
共
に
有
害
な
結
果
を
生
ず
る
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以
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述
べ
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，
此
の
一
七
0

0
年
以
來
の
小
裘
償
格
の
暴
落
の
原
因
と
し
て
當
時
の
比
較
的
觀
作
が
屢
々
强
調

4,ら
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,

.れ

る

.0
無
論
其
れ
も
1
因
で
あ
ら
ぅ
0
,併
し
當
時
現
實
の
社
會
經
濟
狀
態
は
如
何0
 
.
コ

ル

べ

ー

ル

の

遺

策

は

幾

多

有

德

な

.
る

弊
害
を
釀

成
し
っ
\

あ
っ
た
0

路
晶
十
四
世
の
非
政
殊
に
外
に
對
す
る
無
謀
な
出
征
と
内
に
於
け
る
放
肆
な
奢
侈
、
從
っ
て
必
然
誘
致
せ
ら
る

X
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收
斂
誅
求
汰
依
然
と
し.て
行
は
ポ
て
届
っ
た
。'气
愍
々
深
剡
化
し
た0
從
っ
て
貴
族
僧
侶
以
外
の
非
特
權
階
級
殊
に
ー
般
下
層
階
級 

の
坐
活
は
赞
に
慘
儋
た
る
も
の
电̂
っ
た
。
當
時
人
口
の

I

半
は
麵
_
の
.常
用
'を
知
ら
ず
、
單
に
飢
を
凌
ぎ̂
る
食
物
、
例
之
、1:
2
、

,

.

肇

、
患

實

、
木
の
變
ひ
糈
々
大
麥
ゃ
藝
の_

_

u甘
ん
ぜ
ざ
る
をS

窮
狀
に
§

た
。
然

基

:

■越
々
の
不
足
.の
.爲
に
.、
"ヴ
ィ
.

O

ド
ィ
へ
§

§
^

將
取
の
如
き
、.敵
陳
を
迪
擊
せ
る
軍^:
に
充
分
の
^
糧
を
與
ふ
^
ふ
、
陣
營
に
駐
取 

■'
.せ
'る
軍
隊
に
.節
食
さ
せ
ね
ば
'な
ら
ぬ
位
で
あ
っ
た0
然
ら
ば
當
時
佛
蘭
西
に
於
い.て
俱
格
に
影
響
す
る
擇
の
眞
の
過
剩
小
^
が
あ
り
得 

た
か
杏
か
.の
疑
問
で
あ
るO
Cボ
ァ
¥
ュ
ベJ

ル
が
頻
に
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.小
黎
過
剩
を
憂
.へ
、

「
國
家
の
食
傷し
を
難
ぜ
.る
.の
不
當
に
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い
で
ぬ
後
&

隊
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，ろ
、
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記
の
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因
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依
^，
極
度
に
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迪
せ
る
人
口
め
大
半
の
小
遂
購§1

缺̂
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そ
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の
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格
暴
落0'
眞
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ぁ

っ

た
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ふ

'
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懷
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i
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受
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友
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縦
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；̂

從
一
つ
で、
' 彼
^

へ
'齡

腺

S

麻
ょ
0.
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總
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椒
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;.

:
'
ベ
':
-

國

麗

は
1(

地
方
ょ
:̂

直
ぐ
_

;0
_地
方
に
貨
物
を
輸
绘
す.る
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；

も

の

-^
->
て
在
理
の
观
昂」

0

0̂:
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满
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滅
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；
-

斯
= <

、て
.5 :

杧
助

'

け
合

4

事
に

1

の
賓
を
期

|

:
 

•

す
る
限
吻
凇
龙
て
め
务
生
弋
韻
る̂

の
で
ぁ
今

^

^

然
ち
试
襌
に
交
易
の
自̂
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萬
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